
賢
師
の
解
了
に
便
壱
ん
ど
す
。

一
、
外
相
承
闘
解
左
の
如
し
。
ハ
三
副
岡
山
師
）

天
竺
稗
迦
一
車
・
尼
一
悌
議
鴻
附
）

υ～
本
化
、
君
、
他
方
等
総
体

口
駅
天
台
大
師
（
脚
剛
一
川
注
文
九
一
一
閥
、
一

O
七一一、

「
l

日
本
博
敬
大
師
（
臥
｜
時
～
一
一
一
一
企
一

O
七
O

－1
日
本
日
蓮
塞
人
（
脚
鰍
）
：
：
全
入
O
二
、
九
二
三
・

二
、
内
証
相
承
の
閥
解
を
示
さ
ば

本
地
塔
中
之
禅
迦
牟
尼
備
（
塔
中
紳
力
別
付
虚
空
曾
上

止
法
召
本
）
い
い
い
↑
線
九
四
三

－
下
方
空
中
之
上
行
菩
薩
（
読
鐸
）
怪
文
一
凶
号
、
九
回
入

一
｜
本
化

η
蓮
大
事
人
（
柑
一
四
一
野
）
：
翠
安
二

O
一一己下

三
、
両
相
承
じ
就
い
て
の
控
意
健
項
左
の
加
し
。

一
外
相
承
所
立
の
稗
曾
奥
内
証
相
承
所
立
之
蒋
隼
之

分
別
。

二
、
外
・
明
承
所
立
は
本
宗
正
仁
非
ず
是
れ
一
臆
準
備
ご

し
℃
設
立
す
故
は
嘗
家
を
以
て
中
心
ご
せ
る
所
談

h
b
c
 

三
、
外
相
承
は
天
台
線
付
を
代
表
し
内
相
承
は
嘗
家
別

付
を
意
味
す
る
も
の
な
る
事
を
確
知
す
可

S
也。

本

法

一

致

勝

劣

を

論

ず

る

所

以荒

木

明

経

本
語
の
一
致
勝
劣
を
論
ず
る
は
能
判
の
一
途
よ
り
勝
劣

を
立
て
所
判
の
地
よ
b
一
致
を
頴
す
者
ご
す

抑
も
吾
組
の
盛
ん
に
本
趨
勝
劣
を
論
じ
給
ふ
は
爾
前
恋

内
の
人
ι
ザ
ケ
乙
て
謹
門
の
妙
住
を
如
り
て
本
門
の
妙
法
を

如
ら

g
る
者
の
鵠
め
に
特
仁
本
円
超
勝
な
る
妙
法
の
存
在

す
る
事
を
知
ら
し
め
ん
が
矯
め
争
り
響
へ
ば
地
の
徳
を
知

り
て
天
の
徳
を
知
ら
ぎ
る
者
の
矯
め
に
天
の
貴
き
を
示
し

母
を
知
り
て
究
を
鮮
せ
ぎ
る
者
に
父
の
貴
き
を
示
す
が
如

き
な
り
然
る
に
超
勝
な
る
本
門
の
妙
法
の
顕
さ
れ
て
還

τ

迩
門
の
妙
法
を
拾
っ
る
は
天
の
貴
き
を
如
り
て
地
を
卑
み

父
の
隼
貴
を
鮮
し

τ後
母
を
拾
っ
る
が
如
主
に
至
り
て
は

堂
仁
邪
謬
争
ら
や
，
耶
量
に
不
孝
の
者
な
ら
ず
耶
故
仁
吾
組

(47) 



総
勘
文
紗
じ
示
し
て

「
今
迩
門
を
閥

ιて
本
門
を
掃
し
て
一
妙
法
を
成
ず
』

「
縮
遺
一
九
O
九
」
是
れ
天
徳
を
本
ご
し
て
地
用
あ
る
如
〈

父
を
一
疋
ご
し
て
母
の
存
在
を
観
る
如
〈
心
主
主
ご
し
て
身

の
用
あ
る
如
く
本
謹
二
門
は
相
滋
h
’
相
挨
っ
て
一
妙
法
を

成
ず
る
に
至
る
の
意
な
り

即
も
能
成
に
こ
を
主
じ
所
成
仁
一
を
成
す
る
は
此
蕗
じ

在
り
℃
所
成
の
上
よ
り
天
地
色
心
の
如
く
一
妙
法
に
師
し

て
勝
劣
無
し
さ
雄
も
能
成
を
論
る
上
に
於
て
勝
劣
の
生
す

る
な
り
故
仁
吾
組
の
本
勝
越
劣
は
約
数
の
上
よ
り
一
致
を

立
て
約
宗
の
上
よ
り
絶
体
に
勝
劣
を
論
じ
給
ひ
し
争
り

若
し
約
宗
の
台
嘗
両
家
の
異
相
を
判
じ
給
は
十
ん
ば
我

宗
ご
天
台
宗
ご
の
差
別
彰
れ
ず
従
っ
て
像
法
の
時
機
に
遁

態
せ
る
唯
謹
一
部
の
法
華
経
が
末
法
の
世
に
銑
じ
不
通
常

た
る
ご
共
仁
何
等
の
効
果
を
も
輿
へ
守
主
事
を
判
然
す
る

能
は
ず
故
に
吾
姐
は
比
の
時
仁
嘗
り
本
化
上
行
菩
薩
の
再

鶴
ご
し
て
唯
本
一
部
の
法
華
経
を
弘
め
て
像
末
の
本
勝
越

劣
を
判
守
ら
れ
た
る
争
り
台
組
と
吾
姐
さ
遠
〈
其
本
を
討

ぬ
れ
ば
本
化
遼
化
位
別
あ
り
総
付
別
付
人
訟
天
か
に
殊
・
争

h

リ
近
く
其
迩
を
苓
ぬ
れ
ば
像
法
末
法
理
観
事
観
道
同
じ
か

ら
守
し
て
機
数
永
〈
別
な
り
到
底
別
頭
の
敦
化
じ
堪
へ
ぎ

る
立
壌
を
以
て
の
台
姐
の
弘
通
せ
ら
れ
た
る
唯
謹
一
一
部
の

法
華
経
よ
り
蓬
か
じ
超
越
し
た
る
唯
本
一
－
部
の
法
華
経
を

願
揚
せ
ん
が
矯
め
に
頒
り
に
本
迩

ω高
下
浅
深
を
判
じ
て

本
勝
越
劣
を
論
じ
給
ひ
’
し
な
h
故
に
組
文
諸
蕗
に
諮
問
無

得
道
ご
崩
壊
拾
し
在
る
は
決
し
て
法
華
一
経
前
竿
十
四
品
を

指
示
す
る
に
非
ず
し
て
昨
謹
一
部
に
在
る
事
を
知
ら
ぎ
る

べ
か
ら
ず

観
心
本
曾
得
意
秒
じ
日
〈

『
所
詮
在
在
所
所
民
連
門
を
捨
て
よ
ご
書
℃
候
事
は
今

我
等
が
議
む
所
の
法
門
に
て
は
候
は
A
V
・
鉱
山
天
蓋
宗
の

過
時
の
遼
を
破
し
て
候
也
縦
ひ
天
墨
博
敬
の
如
く
法
の

ま
、
お
じ
弘
地
あ
り
ど
も
今
末
法
に
歪
て
は
去
年
の
暦
の

如
し
』
締
法
一
一
三
ニ
O

偶
ほ
『
四
菩
薩
造
立
妙
』
（
縮
謹
一
八
五
七
）
の
如
・
3
は
明

か
に
組
判
の
只
本
一
部
只
謹
一
部
ご
し
て

ω本
勝
越
劣
の

元
怠
を
知
る
ぺ
し

如
斯
〈
約
宗
の
上
よ
り
塞
嘗
の
本
勝
遼
劣
を
論
に
で
到
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底
一
致
不
可
能
な
り
ご
雌
も
約
数
の
己
顕
の
上
の
本
法
二

門
仁
於
て
漫
深
を
議
せ
き
る
事
前
惑
の
如
き
に
し
て
因
呆

体
用
園
困
凶
果
は
偏
に
癒
す
べ
か
ら
ず
し
℃
遂
に
一
妙
法

仁
蹄
し
て
常
に
両
門
隻
美
の
妙
法
を
顕

L
ニ
理
常
に
存
し

本
語
供
に
本
有
の
妙
法
仁
綿
入
す
る
事
を
創
る
ペ
し

授
職
濯
頂
紗
仁
示
し
て
臼
〈

『
本
語
の
高
下
勝
劣
捜
探
は
敬
相
の
所
談
弘
今
ま
其
義

を
用
ひ
ず
』

十

法

界

働

総

温

二

八

六

本
尊
得
意
紗
縮
這
二
ニ
三
O

四
菩
薩
造
立
捗
締
法
一
八
五
回

等
の
姐
文
を
併
せ
拝
せ
ば
『
口
博
抄
』
は
親
心
一
致
を

明
し
て
一
部
議
請
の
得
意
を
一
不
し
「
十
法
界
抄
』
は
四
重

輿
癒
を
明
し
て
在
世
輔
入
の
致
相
を
示
し
て
一
致
を
明
し

『
得
意
抄
』
は
台
家
過
時
の
法
を
破
す
る
の
意
を
顕
す
ご

も
吾
組
所
弘
の
法
華
は
遂
仁
一
致
な
る
事
を
明
し
『
造
立

抄
は
』
一
代
事
敬
三
椅
敬
相
を
明
し
て
二
門
の
浅
深
は
時

さ
機
ご
に
依
る
事
を
示
し
て
本
語
の
一
致
を
顕
す

如
斯
く
本
語
じ
約
宗
の
上
よ
り
は
永
〈
勝
劣
を
成
し
約

殺
の
上
よ
・
り
は
爾
輸
隻
翼
の
如
く
に
し
て
一
妙
法
を
頴
乙

τ
一
致
を
所
成
す
る
者
ご
す
要
を
暴
く
れ
ば
本
迩
ニ
門
の

高
下
勝
劣
は
未
聞
の
前
に
在
り
二
円
の
一
致
は
顕
本
の
己

後
じ
存
在
す
る
事
ご
如
る
ぺ
し

聖
組

の

御

人

格
猪

古

童

口

全
世
界
の
人
に
我
が
闘
の
理
想
の
最
も
偉
大
争
る
こ
と

を
、
代
表
的
に
仰
が
せ
、
且
つ
、
如
ら
せ
る
も
の
は
、
我

が
闘
の
中
央
か
ら
、
亭
ιミ
」
無
限
の
天
空
を
貰
き
、
高
島
都

の
上
仁
表
は
れ
而
も
泰
然
ど
餐
ゑ
て
ゐ
る
富
士
の
神
嶺
で

あ
ろ
う
、
仰
げ
ば
捕
φ
高
〈
容
易
に
近
づ
く
ニ
ご
得
難
い

ゃ
う
で
あ
る
、
し
か
し
其
の
中
に
は
、
清
泉
洋
々
ご
流
れ
、

芳
花
霞
郁
J

」
馨
’
コ
ば
し
、
孤
蝶
も
繭
々
ご
樹
の
下
に
舞
ひ

狂
ひ
、
奇
烏
も
暗
々
ど
深
谷
に
朗
歌
す
る
争
吉
、
誠
仁
一

笠
の
山
ど
は
一
五
へ
、
泰
山
は
斯
様
に
所
有
風
光
を
具
へ
て

ゐ
る
、
往
昔
か
ら
偉
人
の
風
宇
も
亦
此
の
様
な
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
‘
今
私
が
芙
蓉
の
雄
姿
を
仰
い
で
只
管
事
組

(49) 


